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:  は  し  め  に

会津地域の昭和60年度における飼料作物の転換畑作付は

転換作物の151%を 占め,野菜の15.2%と並んで最も多い。

しかし,そ の作付方式は夏作物 1作のみが一般的であり,

当地域では 1年 2作又は 2年 3作といった形では全く実施

されていないのが実情である。

本試験では,そ の可能怪を検討するため 1年 2作を前提

とし,更にイネ科の作物に限定してそれぞれの生産性とサ

イレージとしての品質等を明確にしようとした。

供試した作物は当地に既に作付されている一般的なもの

を選んだ。選定品種は奨励品種決定調査等の成績の中から

地域に最も適合すると思われる有望品種を導入した。

刈取期は 2回刈りの場合を除きホールクロップサイレー

ジ調製に適 した時期とした。刈取後は当支場でサイレージ

化し,福島畜試沼尻支場で分析した。

2試 験 方 法

(1)試験場所 : 福島県農業試験場会津支場転換畑

●)試験年次 : 冬作物 昭和57～59年

夏作物 昭和58～ 60年

0)供試作物・ IJI種概要 : 表 1の とおり

表 1 供試作物と耕種概要

“

)作付方式 : 冬作物と夏作物の 1年 2作方式

に)サ イレージ調製方法 : ビニール製 ミニサイロを使用

し, 1か月密封貯蔵 した。

3 試験結果及び考察

(1)作期

冬作物は適播種期の幅が狭く,早過ぎても遅過ぎても生

産性は低くなる。本試験ではイタリアンライグラスの播種

期が若千遅れたが,その他の作物についてはほぼ適播種期

を守ることができた。一方夏作物は本来早播きが有利であ

るにもかかわらず,冬作物の刈取期の関係で 5月 下～ 6月

上旬の播種となった。冬作物のメ取 は大麦が乳熟～糊熟期 ,

ライムギカ乳 熟初期,そ してイタリアンライグラスは出穂

初期であった。

表 2 播種期と刈取期

供 試 作 物
刈取期 (月 日)

昭58 5, 60
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注.イ タリアンライグラスの ( 〉内数値は供試 した

年度を示す。

注 1)イ タリアンライグラスは昭59,60は収穫皆無
であった。

2)( )内 数値は播種期では 2回播種,刈取期
では 1番刈り, 2番刈りの実施月日を示す。

12)収量性

夏作物の収量は表 3に ,冬作物の収量は表 4に示した。

夏作物は冬作物に対して一般に生産量は高く,気象災害や

病害による減収幅が小さく安定していた。冬作のイタリア

ンライングラスは昭和58・ 59年と収穫皆無であり,57年 も

越冬株率30%と 低い。主因は紅色雪腐病の多発によるもの

であるが,根雪日数は昭和58年の108日 を除けば64日 ,84
日と平年値の68日 を大幅に上回るものではない。この作物

を導入するに当たっては耐病性を重視するとともに薬剤防

除も徹底すべきである。また,紅色雪腐病発生圃での連作

は避けることも必要である。

129-

播 種 期 (月 日)

6  2 6 8 5 24

6  2 6  8 5 24

62Cり ,24

1071013 108
10 7 10 13 10 8

107 1013 108

916917

物

＞

作
種

試
品

供

＜
栽植様式と播種量

施 肥 量

(″ /α )

ン

′
一
鰐

コ

ァニ

ト

オン
）

デ
＜ 壊炉′,ル

15昴,点播
P205  15
K20  15
苦土石灰 10

熔燐   4

N    12
P205  12
K20  12
苦土石灰 8
熔燐   4
追肥N 02

N

ム

′ヽ

ム

′ヽ

ガ
Ｐ９８８

ノレ ガ
ー００

ニァ
〕
．

ル材
　
・Ｓ３

ソい　々
て

畦幅75昴,15術 ,条播

300′ /α

ギ
＞

麦
＞

リ

　

ギ

ムど
　　｛

み

　

オ

ィ沖
　
ユキ

ラ
＜

大
＜

畦幅35昴, 条播

1.000夕 /α

ゎ
剛
０

イ

５

ヾ

鰯̈
畦幅35",条播
300′ /α



東 北 農 業 研 究 第 39号 (1986)

供 試 作 物 年次
収 量 (″の サイレージ品質 レ 殊 養薔
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注 l ソルガム生車重及び乾物量は1番メ1り と2書メJり の合計であ

表 3 夏作物年次別収量 品質及び栄養価

る。

2 TDN,DCPに ついては, 日本飼将成分表よりの推定である。

表 4 冬作物年次別収量 品質及び栄養価
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注 1)昭和58年度実施

2) 1番メ」り8月 19日 , 2番刈り10月 12日
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供 試 作 物 年次
収 量〈″′の サイレージ品質 レーン栄姜饉

生草重 乾物こ pHフリータ好パ TDN DCP
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注 年次はIB毬年度を示す。

夏作物でもデントコーンは,その生産量に対する子実の

占める割合が大きいため,千ばつ害による年次間の収量変

動が大であった。また,ス ィートツルガムは当初 2回刈り

によって増収を図ろうとしたが,図 1・ 2の ようにソルガム

の66%の収量 しか得られず, 1回刈りに比較しても有利性

は認められなかった。この作物は遅播きすることにより極

端な収量減となるため,導入に当たっては早播き 1回刈り

とすべきである。ソルガムは遅播きでも収量は安定してお

り,冬作物との組み合わせによる 1年 2作が可能と判断さ

れた。

18)サ イレージ品質

』 とフリーク評点から判断すると,夏作物ではデント

コーン,冬作物では大麦が良好であった。冬作物の場合は

刈取期の熟期による含水率 (乾物率 )に起因すると推察さ

れ,こ のことは予乾又はサイレージ調製時における水分調

製で改善可能と考えられた。

スィー トツルガムは糖含量が高くならず,サ イレージ品

質はツルガムとはほ同等であった。早播きの場合でもプリッ

クス値は低い数植しか示さなかった。

図2 スィートツルガムの播種期 刈取期の

差異と収量の関係

注. 1)昭和59年度実施

2)早播き 5月 20日 ,遅播き 6月 8日

“

)サ ィレージ栄養価

TDN,DCPは夏作物と冬作物間及び各作物間の差は

認め られずTDNは 66～ 58,そ してDCPは 33～ 37の

範囲の数値であった。本来,TDN値が高いデントコーンも

遅播きや干ばつの影響により子実着生や肥大が不良であっ

たことが要因と推察された。
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